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１ 長岡市の概況
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～「米百俵」のまち～

交通の要衝に位置している
新潟県中越地域の中心都市

■合併の状況
旧長岡市（面積262km2、人口約19.2万人）

H17.4.1 周辺5町村と合併
H18.1.1   周辺4市町村と合併
H22.3.31 川口町と合併

■面積：約891.06km2

■人口：約27.1万人 (H30.9.1)

米百俵の群像

■市章

魅力ある地方中核都市として限りなく
発展する長岡市を、不撓不屈の不死鳥
の姿に託して表現しています

旧
川
口
町

旧長岡市は、長岡城を中心とした城下町で、
二度の戦禍（戊辰戦争と長岡空襲）で大部分
の市街地を消失。平成16年10月に発生した
中越大震災では、未曾有の被害を経験。
その都度「米百俵の精神」で復興した...

長岡市の概況



通勤・通学流動
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出典：【人口】総務省「国勢調査」（平成27年10月１日現在）
【面積】第128回新潟県統計年鑑（県統計課）

長岡圏域について

名称 構成市町

長岡地域定住自立圏 長岡市、小千谷市、見附市、出雲崎町（３市１町）

人口、面積
 長岡市 小千谷市 見附市 出雲崎町 合計 

人口（人） 275,133 36,498 40,608 4,528 356,767 
比率（％） 77.1 10.2 11.4 1.3 100.0 
面積（ha） 89,106 15,519 7,791 4,438 116,854 
比率（％） 76.3 13.3 6.6 3.8 100.0 

 

（平成21年12月締結）



長岡市の高等教育機関

6

平成30年8月31日設置認可

３大学１高専
（＆15専門学校）

４大学１高専に
（＆15専門学校）

平成31年4月開学

【在籍者数2,342人】 【在籍者数1,072人】

【在籍者数459人】 【在籍者数1,125人】

【収容定員320人】



２ 長岡造形大学における
地域貢献・産学連携について
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長岡造形大学の概要
■沿 革

平成 6年4月 長岡造形大学開学
平成10年4月 長岡造形大学大学院修士課程開設
平成13年4月 長岡造形大学大学院博士（後期）課程開設
平成26年4月 公立大学法人へ移行
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■設置学部、学科、大学院

■長岡造形大学開学の経緯
「子どもを地元で学ばせたい」という保護者の切実な願

いと、「デザイン力と商品開発力を強化したい」という地
元産業界からの強い要請。

この二つの強い思いを受け、地域社会を支える人材の養
成と産業・学術・文化の発展に寄与することを目的として、
平成６年４月に開学しました。

当時、政令指定都市以外は市立大学の新設が認められて
いなかったため、長岡市が土地と建物を整備し、大学法人
が運営を行う「公設民営」方式によって設立しました。

区分 学科等

造形学部

プロダクトデザイン学科

視覚デザイン学科

美術・工芸学科

建築・環境デザイン学科

大 学 院
造形研究科造形専攻 修士課程

造形研究科造形専攻 博士（後期）課程

入学定員 収容定員 在籍者数 留学生数

造形学部 230人 920人 1,048人 2人

大学院造形研究科 18人 39人 24人 2人

合計 248人 959人 1,072人 4人

■在籍者数（平成30度5月1日現在）
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				入学定員		収容定員		在籍者数		留学生数

		造形学部		230人		920人		1,048人		2人

		大学院造形研究科		18人		39人		24人		2人

		合計		248人		959人		1,072人		4人
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■公立化について
・平成16年 4月 「公立大学法人制度」施行
・平成24年 7月 公立化検討の要望書提出
・平成24年 8月 公立大学法人化検討委員会発足
・平成24年11月 検討結果の報告書提出
・平成26年 3月 公立大学法人長岡造形大学 設立認可

公立大学法人化

長岡造形大学公立大学法人化検討委員会

■公立化要望の理由について
公立大学法人制度が、設立時の「公設民営方式」の

趣旨と合致するもので、長岡造形大学の使命を全うす
る最適で安定した運営形態であるとの理由から、市に
要望書が提出されました。

■検討委員会による検討結果について
「少子化時代の厳しい大学間競争」を勝ち抜くため

の抜本的な改革に取り組んでいることや、経営状況が
黒字であることなどから、公立化について市民の理解
が得られると判断し、公立化は問題ないとの結論に至
りました。

■市の方針について
開学当時、「市立大学」の新設が認められていな

かったため、「公設民営方式」で開学したこと。
検討委員会で、大学の改革プランや今後の大学のあ

り方を議論し、公立化は問題ないという結論に至った
こと。
これらを踏まえ、公立化する方針を固めました。



志願者数・入学者数の推移

10定員：230人

公立化年度：H26（参考）

公立化後は、高い志願者数をキープ
入学者も定員（230人）を充足

※出身地＝出身校所在地

公立化前：県内出身者が半数以上
↓

公立化後：県外出身者が増加
H27～ 県外出身者が７割以上に

公立化
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就職状況の推移

・県外就職者が増加傾向にある。

・市内就職者は20人程で推移している。

県外出身者の市内就職率 9％ （10/110）
県内出身者の市内就職率 9％ （6/69）

公立化時入学世代

・Ｈ29県外就職率 69％（123/179）

・Ｈ29市内就職率 ９％（16/179）

・県内・県外出身者のいずれも就職先に
県外を選ぶ人が多い。



デザインを学ぶ公立の大学 長岡造形大学
〇 長岡造形大学が生み出す“可能性”
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・色彩・形状のデザイン
・デザインを生み出すプロセスやしくみ
→ユーザー中心のものの見方・考え方を養い、
そして問題解決力、問題発見力を育てる〔デザイン思考〕

・製品やサービスのイメージアップ・付加価値向上
・ユーザーに寄り添った製品・サービスの開発
・理論と感性が融合した企業経営・地域経営の創造
・地域全体のブランディングと活力の創出

学
ぶ

活
か
す



地域貢献・産学連携について①

〇デザイン研究開発事業【平成29年度実績 12件】
地域の企業・ＮＰＯ・自治体などからの要請を受け、
共同研究・開発、調査、コンサルティング、デザイン制作業務などを実施。
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受注者 件数（H29） 主な業務内容
企業 ５件 デザイン、商品開発研究、コンサルティングなど

ＮＰＯ １件 歴史的建造物群調査

自治体 ６件 復興まちづくり計画支援、ＰＲ動画制作、ロゴマークデザイン
（受注者：新潟県、長岡市、小千谷市、三条市、糸魚川市）

デザイン制作業務 コンサルティング業務 歴史的建造物調査業務商品開発業務



地域貢献・産学連携について②

〇地域協創演習【平成29年度実績 14件】
地域社会と教員・学生が協力し、新たな地域価値などの創出を目指す演習授業。
学生との協創を希望する地域・企業からの相談を受け、授業内で課題解決に取り組む。
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みしま竹あかり街道プロモーション
映像制作プロジェクト
（長岡市三島地域）

十日町人を呼ぶきものプロジェクト
（新潟県十日町市）

長岡野菜フリーペーパーデザイン
（長岡市）



15

地域貢献・産学連携について③

〇市民への生涯学習機会の提供
（一例）

こどもものづくり大学校 市民オープンキャンパス市民工房



３ 大学を核としたまちづくり・
産業振興の取組み
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３大学１高専による包括連携協定について

■包括連携協定の概要

締結日：平成１９年１０月４日（木）
協定先：長岡技術科学大学、長岡造形大学、

長岡大学、長岡工業高等専門学校

〔目 的〕
多様な分野で相互に協力し、地域社会の発展と人

材の育成に寄与する

〔連携・協力事項〕
(1) 教育及び文化に関すること。
(2) 福祉及び健康に関すること。
(3) 生活・都市基盤に関すること。
(4) 環境に関すること。
(5) 産業に関すること。
(6)  まちづくりに関すること。
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■締結の背景

・市内に３大学１高専の高等教育機関が集中立地。

・３大学とも異なる分野（科学技術系、デザイン系、
経済経営系）を専攻。

・３大学１高専との連携により様々な分野の政策・
事業の展開に期待。
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NaDeC構想推進による産業振興について
平成29年11月、大手通坂之上町地区市街地再開発事業（仮称）の「人づくり・産業

振興」の拠点における機能や事業について、3大学1高専から提案を受けました。

NaDeC（ナデック）とは
長岡（Nagaoka）の中心市街地を核として、3大学1高専の位置を線で結ぶと三角すい
（Delta Cone）の形となることから、その頭文字を取ったもの。

※NaDeC構想では、「人づくり・産業振興の拠点」
に整備してほしい施設や、セミナー、ワンストップ
窓口など、様々な機能や事業についてご提案いただ
きました。

大学を核としたまちづくりの取組事例①
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３大学１高専との連携による「人づくり・産業振
興」（NaDeC構想）を推進し、産業振興と働く場の創
出、人材育成と教育環境の整備、そして将来に向けた
都市インフラの整備により、「新しい米百俵」による
まちづくりを進めていきます。

大学を核としたまちづくりの取組事例①
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大手通坂之上町地区の市街地再開発事業で、人づくり・産業振興の拠点として
４棟からなる「米百俵プレイス（仮称）」を整備します。

大学を核としたまちづくりの取組事例①



【機構について】
長岡市が策定した長岡版総合戦略において、将来を担う若者を地方創生の主役に据えており、

この戦略の推進役として、平成27年12月に設立されました。

【特徴】
・市内の29機関（市内3大学1高専15専門学校、金融、産業、行政）が参画
・若者を中心とした理事会による組織運営

【運営体制】
（1）理事会 …若手経営者、会社員、市民活動団体代表など
（2）アドバイザー …民間企業経営者、NPO法人代表など（40～50代の先輩世代）
（3）事務局 …市職員、長岡造形大学職員、商工会議所職員
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大学を核としたまちづくりの取組事例②



①若者提案プロジェクト実現事業
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②若者の出会い・居場所づくり支援事業

③長岡で学ぶ・働く魅力づくり事業

▲大成人式 ▲三十路人式▲ながおか若者会議・ワークショップ

若者自ら考えたアイデアの実現を支援 若者の自然な出会いの場の提供や、同窓会
イベントなどを支援

・小学生から段階に応じて長岡で働くことを意識してもらう取組みを実施
・市内の３大学１高専１５専門学校の魅力を発信

▲学校で学ぶ魅力の発信 ▲長岡しごと体験ランド ▲プログラミング教室
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